令和７年度 第12回 介護・医療連携推進会議 記録

· 事業所情報
	法人名
	株式会社みらいさい福祉会

	事業所
	愛光苑松本サポートセンター



· 開催日時・場所
	日時
	令和7年12月12日（金）１３：３０～１４：３０

	場所
	愛光苑地域交流センター



· 参加者（順不同）
	NO
	所属（役職）
	氏名

	1
	利用者代表　
	H様

	2
	ご家族代表　
	S様

	3
	ご家族代表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠席
	T様

	4
	松本市北部地域包括支援センター
	H様
S様

	5
	ごてん居宅
	S様

	6
	愛光苑ケアマネサンタ―
	S様

	7
	十字屋リース
	T様

	8
	本郷地区浅間温泉第6町会民生委員　　　　　　　　　　　　　　欠席
	T様

	9
	本郷地区　地区生活支援員　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠席
	O様



· 議事
	NO
	議事内容

	1
	利用者数の報告

	2
	サービス提供状況の報告

	3
	苦情、事故等の報告

	4
	人員配置の変動の報告（ある時のみ）

	5
	行政から受けた指導の内容及び改善状況の報告（ある時のみ）

	6
	地域活動の実施状況の報告

	7
	自己評価の報告

	8
	その他の必要に応じた内容

	9
	質疑応答


						

· 記録
	議事1
	利用者数の報告

	
	愛光苑まつもと４９名、在宅２名、（令和７年12月１日現在）別添資料参照

	議事2
	サービス提供状況の報告

	
	1 愛光苑まつもと
介護・・・排泄介助、入浴介助、食事介助、体位変換、口腔ケア、服薬介助
看護・・・バイタルチェック、薬の管理、排便コントロール、在宅酸素管理、ストマ管理、
　　　　　インシュリン注射、嚥下機能評価。
2 みらいふ岡田松岡、在宅
介護・・・排泄介助、食事準備セッティング、口腔ケア、服薬確認
看護・・・バイタルチェック、薬の管理

在宅訪問；今まで2名だったが1名へ
・11月中旬1名特別養護老人ホームへ入居、独居認知症の方、食事を食べたか、服薬確認を1日2回訪問、デイサービスと協力しデイに行かない日に確認をしていた。川にトイレットペーパーを投げ捨てたりと近所からは迷惑がられていた。自宅周囲に散乱する紙を集めていたり等した。訪問自体を本人が理解できず、拒否されたり叩かれたりしていたが、定期巡回で見守ることにより、特養に入居するまでの時間を延長できたのではないかと思う。
具体的には宅配弁当のゴミをチェックし食べたかどうかの確認、服薬を介助。年末年始、まとめて届く宅配弁当を全部食べてしまったことがあったため、事務所で弁当を預かり届けた。
・在宅で継続訪問している方　
独居、要介護２、歩行器がないと歩行不安定、認知機能低下あり内服忘れある方。
1年前までは1日3回訪問し食事の準備やお弁当の温めがてら安否確認をしていた方、事業所の人手不足で1日2回の訪問に調整した。本人のできることはやってもらう、居室に電気ポットをおくことで温かい飲み物を飲めるようにした。市外に住む心配の強い家族、頑固な本人ができるたけ費用を抑えて在宅生活のが継続できるようにと支援している。
現在施設の日勤が現場と兼務しての訪問なので、近隣しか訪問することはできない。
※感染対策としては、在宅の利用者がコロナインフルになった場合は、訪問回数を減らし、訪問する職員は施設に入らないようにするなど計画している。

愛光苑まつもと内の訪問　
「定期巡回随時対応型訪問介護看護」であるが故、帯でケアを組まず、こまかい見守りができる。看護師も事業所に所属しており、連携してケアをしてくれるので疾患管理が必要な人等が希望して入居される。
特徴として、認知症の方（トイレ頻回、歩けないけど歩こうとして転倒頻回、コールを沢山押す方）
医療処置が毎日必要な方（バルンカテーテル、インスリン注射、ストマ管理、創処置）


	議事3
	苦情事故の報告

	
	事故は令和7年7月～11月の半年間で62件、苦情は0件。
春から夏多い事故は、転倒・誤薬事故だった。服薬介助基準を施設で作り改善。
その後も多いのが転倒事故。
例；「本人は自由に居室と食堂席を移動してもよい」という安静度だった方が、ある日ベットへ移動しようとして車椅子からずり落ちていた。
例；居室で自由だった利用者様が夜間居室でひっくり返っていた。
センサーマットをレンタルしてもらっても、完全に転倒は防げないこともある。


	議事４
	地域活動の実施状況の報告

	
	施設の隣にある地域交流センターで法人が中心となり「みんなのカフェ」というコミュニティカフェを開催。地域の方の中には継続して参加されている方もいる。施設の利用者様は一人で出かけて過ごすことが難しく、職員だけでは希望者を連れ出すことができないため、カフェに一緒に行ってくれる人を探そうと言う目的で「カフェとも講座」というボランティア講座を7月10月と2回実施。講座には地域住民、近隣の大学生の参加があった。内容としては、傾聴や回想法のスキルを学び、利用者と参加者で交流してもらった。利用者の幼い頃の話は興味深かったと感想があった。

世代間交流として、のばら保育園の園児さんのお散歩帰りに何回か立ち寄ってもらった。
本郷小学校の4年生のよさこいソーランを施設で踊ってもらう計画だったがインフルエンザの流行で延期となっている。

	議事５
	自己評価の報告

	
	自己評価表について一部解説。
・利用者記録や情報共有で使用しているスマケアについて、画面をプリントアウトし、紹介をする。
・在宅訪問ケースについて、本人が長年やってきた方法でお弁当を温めるというケアを継続するため、本人のこだわりを手順化し冷蔵庫に貼って職員間で実施するようにしている。

	議事4
	質疑応答

	質問1
	（玉城）事故報告のデータを見ると、夏の時期と冬の時期とでは事故が起きる時間帯の差がある。利用者の以前の生活状況やバックボーンが情報としてあると、事故が起きる傾向も見えてくるのではないか。

	回答1
	入居の相談申込時に、今までの生活や仕事などを聞き取りするが、その情報が現場で働く全職員に行き渡ってはいない状況。スマケア等を活用して情報共有し、利用者のアセスメントをしっかり行い、リスクを予測していきたいと思う。

	質問2
	（洞）職員数の説明の中で、入職した職員より退職した職員が多いという話から、人材確保が課題であることが課題だと思われる。松本市全域の介護保険関連事業所でも同様である。近隣だとてんじんが閉鎖、あずみ会は全事業が撤退となる。今年度多職種連携研修会でお世話になった企業で「Ｅ－ＣＵＲＥ」は県の魅力的職場づくり推進事業を受託し、あずさの里と合同で今月オンラインでの職場見学会を行う予定。興味があれば見てみるのもよいのではないか。

	回答2
	（松崎）情報ありがとうございます。求職者の施設の見学は現場で対応するので、参考にさせていただきたいです。

	質問3
	（鈴木）記録情報のシステムスマケアについて、家族が夜など自分の知らない時間帯の情報を見ることができるのが、安心感や信頼につながるのではないかと思った。
（篠崎）面会前に自宅で、今日はどんな風にすごしているのか確認することができる。こんなことも対応してもらっているのかと安心につながっている。

	回答3
	（松崎）スマケアの閲覧を活用していただいているご家族が増えている。職員がご家族やケアマネジャーが見ているという意識をもって記録を作成するようになったことは事業所としてもよい効果です。

	質問4
	（坂槙）職員の世代分布はどうか？30、40代がしっかり働いていると将来安泰なのではないかと思う。うちの法人も訪問ヘルパーで80歳になる職員が退職し、現場の人員が厳しくなった。ＩＣＴ導入も進めているようで、使いこなせる若い世代がいるとよいのではないかと思う。

	回答4
	（松崎）30、40代である程度定着している職員はいる。定着を目的に、現在の職員の人材育成に力を入れている。

	質問5
	（坂槙）定期巡回はとてもいいサービスだと思う。自分がマネジメントしている利用者でも、本当は40分の家事援助ではなくて、ちょっとの安否確認だけでいいという人もいる。自由度があるのがいいと思う。
（酒井）定期巡回の在宅の利用者1名のケアマネをやっている。以前はサービスを入れすぎて自立を阻害していたのではないかと思ってみていた。事業所の人手不足もあり、現在の1日2回のサービスに変わってから、「あったかい出来立ての食事を1日3回という固定概念が外れた。本人の居室のベットの傍にカップラーメンやパン、電気ポットを設置したことで、自分で好きな物を選んで食べるということができるようになったのは大きな成果だと思う。

	回答5
	（松崎）施設の利用者を訪問しながら在宅の訪問もしているので、訪問回数や訪問エリアは限られてしまう。短時間の安否確認が毎日あれば在宅生活を延長できるような利用者がいたら、是非紹介してほしい。



	議事録作成
	松崎奈江
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